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こ
う
ち
パ
パ
楽
会 

父
親
支
援
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

父親の号令のもと、一斉に苗を植え始める子どもたち。自然の中で
の米づくりは、親子の貴重な思い出

約25名が参加した賑やかな「料理教室」。メニューは餃子
と炊き込みご飯。初めて包丁をにぎった子どもたちは、父親
に教わりながらキャベツのみじん切りに挑戦

同会代表の松田高政さんと長女の花奈
ちゃん。イベントに参加することで、花奈
ちゃんは人とのコミュニケーションをとること
がうまくなったという

『こうちパパ楽会』と交流のある『フジこどもエコクラブ高知』との共催で「田植え」のイベントを毎年企画。高知県梼原町の棚田を農
家より借り受け、田植え・収穫・脱穀まで、一連の作業を親子共同で行う。4年前から開催しており、メンバー以外の家族も自由に参
加している

高
知
県
高
知
市

つ
な
が
り
の
原
点
〝
家
族
〞
を
問
う   

│
活
動
事
例
か
ら
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長野県教育委員会から講
師を招き、「乳幼児期から
のいじめ予防」について考
えるフォーラムを主催。勉
強会は、父親たちの悩みや
不安がテーマの対象となる

土佐湾に面した黒潮町で
川あそびとバーベキューを
楽しむ。「キャンプ」は毎年
恒例の行事で、2005年に
開催したこのときは、地元
の消防隊員から救急蘇生
法の指導も受けた

メンバーの父親が自宅の庭に組んだ石釜で、本格的な「ピザづくり」を体験。
イベントの企画は代表者だけでなく、他のメンバーが行う場合も。相互協力に
よる運営が継続の秘訣だ

ホームセンターの空きスペースを借りて「書道教室」を開催。
父親が消しゴムではんこをつくり、子どもの“一文字書”に落款
（らっかん）として押し、共同作品を仕上げた

「こうちパパ楽会」問い合わせ先

父
親
と
子
ど
も
の
絆
が

良
好
な
家
族
関
係
を
生
む

　

新
緑
が
ま
ば
ゆ
い
山
間
に
、
田
植
え
を
楽
し

む
父
親
と
子
ど
も
の
歓
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
高

知
県
中
西
部
・
梼
原
町
に
あ
る
棚
田
で
毎
年
田
植

え
を
体
験
す
る
の
は
、
県
内
で
活
動
す
る
父
親

主
体
の
市
民
グ
ル
ー
プ「
こ
う
ち
パ
パ
楽
会
」の

メ
ン
バ
ー
た
ち
だ
。

　

代
表
の
松
田
高
政
さ
ん
は
２
児
の
父
親
で
、

仕
事
を
持
つ
妻
と
義
母
の
３
者
で
子
育
て
を
分

担
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
父
親
は
子
育
て
の
悩
み

や
相
談
を
打
ち
明
け
る
場
が
な
く
、
孤
立
し
が

ち
」と
感
じ
て
い
た
松
田
さ
ん
は
、
こ
う
ち
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
財
団
の
支
援
を
受
け
、

父
親
と
子
ど
も
・
父
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
づ
く
り
を
目
的
に
、
知
人
の
男
性

と
２
人
で「
こ
う
ち
パ
パ
楽
会
」を
２
０
０
４
年

に
立
ち
上
げ
た
。

　

月
ご
と
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
父

親
と
子
ど
も
を
集
め
て
開
催
す
る
の
が
主
な
活

動
。
定
期
的
に
参
加
す
る
親
子
は
現
在
15
組
ほ

ど
で
、
会
員
制
で
は
な
く
、
費
用
は
そ
の
つ
ど
参

加
者
だ
け
が
支
払
う
。
飛
び
入
り
で
の
参
加
も

Ｏ
Ｋ
。
制
約
や
義
務
感
が
な
い
こ
と
で
、「
父
と

子
で
過
ご
す
時
間
を
純
粋
に
楽
し
め
る
」と
松
田

さ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
の
あ
る
日
は
母
親
の
休
息
日

と
な
り
、 〝
父
親
は
子
ど
も
と
の
絆
を
深
め
な
が

ら
子
育
て
に
も
協
力
で
き
る
〞と
い
う
一
石
二
鳥

の
効
果
が
あ
る
。

　
パ
ン
や
燻
製
、野
菜
づ
く
り
、マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
に
書
道
教
室
…
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
子
ど
も

向
け
と
い
う
よ
り
も
、〝
父
親
の
視
点
〞で
企
画
さ

れ
る
。「
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
遊
び
を
考
え
ま

す
。
楽
し
く
な
い
と
続
か
な
い
か
ら
」。
田
植
え

や
山
遊
び
、
キ
ャ
ン
プ
や
秘
密
基
地
づ
く
り
な
ど
、

ア
ウ
ト
ド
ア
が
多
い
の
も
父
親
な
ら
で
は
。
子
ど

も
に
と
っ
て
は
遊
び
の
経
験
が
豊
か
に
な
り
、
視

野
も
広
が
る
。
参
加
す
る
た
び
に
楽
し
い
思
い
出

が
親
子
の
心
に
残
り
、「
家
族
共
通
の
話
題
が
増

え
た
」と
他
の
メ
ン
バ
ー
も
喜
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
小
児
科
の
医
師
を
講
師
に
病
気
や

ケ
ガ
の
対
処
法
を
学
ん
だ
り
、
キ
ャ
ン
プ
に
救

急
蘇
生
法
の
訓
練
を
盛
り
込
む
な
ど
、
学
習
の

場
も
。
ま
た
、
あ
る
父
親
の
子
ど
も
が
い
じ
め
に

あ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
長
野
県
教
育
委
員

会
か
ら
講
師
を
招
き
、「
い
じ
め
予
防
」が
テ
ー

マ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
。
父
親
が
直
面
し
た

子
育
て
の
不
安
を
、
メ
ン
バ
ー
共
通
の
悩
み
と

し
て
受
け
と
め
、
一
緒
に
解
決
す
る
道
を
探
る
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
お
の
ず
と
子

育
て
を
学
び
、
父
親
と
し
て
の
意
識
も
向
上
し

ま
す
。
現
代
の
核
家
族
や
共
働
き
世
帯
は
母
親

も
孤
立
し
や
す
い
の
で
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
父
親
の
役
割
は
大
き
い
と
思
う
」と
松
田
さ
ん
。

　

遊
び
と
学
び
を
通
し
た
父
親
同
士
の
交
流
は
、

仕
事
以
外
の
人
間
関
係
や
人
生
の
楽
し
み
も
育

む
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
父
親
の
視
野
も
広
が
り
、

心
の
余
裕
や
家
族
へ
の
思
い
や
り
が
生
ま
れ
る
。

そ
ん
な「
こ
う
ち
パ
パ
楽
会
」の
活
動
は
、
良
好

な
家
族
関
係
の
形
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
。　

（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　

ゆ
す
は
ら




